ストレスの要因に関する研究（抄録）：整形外科領域における術後安静臥床患者を対象にして by 駒井 順子 et al.
第4群　4～1
ストレスの要因に関する研究（抄録）
一整形外科領域における術後安静臥床患者を対象にして一
14階西　○駒井順子　赤間　冨田　吉田　森川
1　はじめに
　入院による生活環境の変化は、疾患というストレス
に加えて医療従事者が考えているほど患者にとって容
易ではない。さらに、整形外科領域における手術後の
患者は、治療上、全身、又は局所の安静のためベット
上での生活を長期間余儀無くされている。このことは
一方で、変化のない機械的な生活環境を生み、患者に
とっての心理的、肉体的なストレスとなりうる事が窺
える。
　川口らは入院患者のストレスは基本的生活習慣の充
足が満たされ無いときに一番高いと報告している’）。
　当病棟の手術後の患者は、食事、排泄、清潔行為等
の生理的欲求のほとんどを医療従事者に委ねなければ
ならない状況にあり、ベット上での安静期間中の生活
に多大なストレスを感じているのではないかと考えた。
　セリエは、ストレスの概念を「各種の心身負荷に対
する非特異的な生体反応の様態」であるとし、この様
態を引き起こすものをストレッサーと定義している2）。
　本研究では、整形外科領域における手術後の患者の
ストレスとなる要因、ストレッサーを明確にする目的
で手術後、ベット上の安静を経験した患者から情報を
得るためにアンケート調査し、検討したので報告する。
ll研究方法
1．研究期間
2．対象者
3．調査方法
平成7年6月目12月
平成6年～7年7月に東京医大病院14
東西の病棟に入院し手術した患者
年齢47．63±16．9才
男性38名　女性28名
質問紙留め置き法（郵送）
配布102名　回収率82％（83名）
有効回答率64％（66名）
4．質問項目
表1
属　　性 ストレス項目（8要因）
①性別 ①情報の欠如
②年齢 ②家族への関心
③入院期間 ③同室者との関係
④入院の季節 ④他者からの独立
⑤病室の種類 ⑤経済的状況の不安
⑥ベットの位置 ⑥医療者への不満
⑦疾病の部位 ⑦物理的・化学的環境への不満
⑧手術部位 ⑧基本的生活習慣の充足
⑨職業の有無
⑩配偶者の有無 （川口の分類による）
5．測定方法
B・J・Volicerが開発したrHOSPITAL．　STRESS．
RAITIN．　SCALEs
　（49項目）を一部修正し、4段階評価とする。
6．分析方法
　t検定
皿　結果
1　全項目別ストレス
2　要因別比較
3　要因と回答者の属性の関連図
（図一1）
（十一2）
（三一2）
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図2　要因別ストレスの比較
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表2
性別 稿部位 靴 虚期間 醸季節 ベット 鱗の有無 配偶者ﾌ有無
情報の欠如 ＊
家族への関心 ＊ ＊ ＊ ＊
同室者との関係 ＊
他者からの独立 ＊
経済的状況（品評 ＊ ＊ ＊
医療者への不満
齪・化細面
基本的生恥慣銃足 ＊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　P〈O．05
1V結語
　整形外科領域における入院患者のストレスの要因を
調査し下記の点が明確になった。
1　ストレス場面は、「食事を寝ながら食べる」「排泄
　清拭の時恥ずかしい」　「砂嚢・ピローで固定されて
　いる」　「入浴できない」　「髪が洗えない」の項目に
　おいて有意に高く、これらの場面は『基本的生活習
　慣の充足』に属した。　　P＜0．05
2　ストレスの高い属性は、ベットの位置が真ん中で
　ある。手術部位が股関節である。入院期間が3ヶ月
　以上である。無職であるに有意に高かった。季節に
　よるr物理・化学的環境への不満』の有意差は無い。
3　ストレスの低い属性は、年齢71才以上の患者。配
　偶者のある患者。手術後のベット生活を窓側で送っ
　た患者。冬季に入院した患者であった。
4　要因別の比較によるストレスは『経済的状況の不
　安』に高い。
一86一
